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新中野体育館 完成予想図

令和元年11月1日、公明党議員団は

来年度の中野区の予算編成にあたり、

区長に対して15の重点項目と7分野73項目にわたる

予算要望を行いました。

要望内容は日常から現場の中で寄せられる声や

調査研究の中から実施すべきと思う区民サービス等を、

区の財政体力を勘案したうえで絞り込んだものです。

令和2年度予算への反映に向けて、

粘り強く交渉を進め、

議会の中で訴え続けてまいります。
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自然豊かな森と水辺 いろいろな遊具 テラス前広場
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  １． 障がい者・高齢者等への災害・緊急情報が迅速に伝達できるシステムの改善
  ２． 防災リーダーの防災活動における位置づけと役割の明確化
  ３． 中野区版風水害タイムラインの対象拡大と風水害を想定した避難訓練実施
  4． 災害備蓄として液体ミルクの導入
  ５． 交通弱者・交通不便解消のための中野区新交通システムの導入
  ６． 環境・観光に配慮したシェアサイクルの導入促進
  ７． 平和資料展示室の充実、区立小中学生を対象としたヒロシマ・ナガサキ平和旅の実施
  ８． 妊娠・出産・子育てトータルケア事業の継続と拡充
  ９． 公費による英語検定試験を全区立中学校で実施
１０． みまーも等を活用した地域見守り・支え合い支援の充実
１１． フレイル健診導入・フレイル予防の充実
12． 胃がん検診における内視鏡検査の導入
１３． 地域の特質を生かした特色ある公園再整備計画策定
１４． 官民連携による区営住宅再整備促進
１５． 旧中野刑務所門の移築存続と平和の森小学校の早期建設

公明党議員団 令和2年度予算要望

15の重点項目 SDGsを踏まえた新たな政策検討の体制構築　
持続可能な自治体として未来を見据えた
基本構想・基本計画の策定

7分野73項目の要望

1 災害対策 2 高齢者・障がい者

※持続可能な開発目標（SDGs）とは、2001年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として、
2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された2016年
から2030年までの国際目標です。中野区議会公明党議員団は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

１.木造密集地域の不燃化・耐震化の促進　２.無電柱化の推進　３.災害に
備え、公園樹木や街路樹の適正な管理　４.災害や熱中症対策を視野に
入れた区立学校へのエアコン・ミスト設置　５.風水害に対応した避難所運
営訓練の実施と避難所開設に関する地域住民への周知　６.助産師会との
防災協定母子避難所の開設　７.帰宅困難者・ボランティアセンター開設
訓練の充実　８.ドローン団体を活用した災害対応とシティープロモー
ション　９.避難所外被災者支援の確立　10.デジタルサイネージを活用
した災害時の情報配信　11.避難所・広域避難所への自家発電型誘導灯の
整備と区有街路灯の更新　12.太陽光発電と蓄電池の組み合わせを推進
する助成制度と融資制度の創設　13.避難行動要援護者個別計画に基
づいた防災訓練の実施と見守り支え合いの充実　14.地域住民が参加
しやすい地域防災訓練・総合防災訓練の学校公開日実施　15.区有施設の
エレベーター内に防災用キャビネットの設置　16.水害対策としての
吸水性土のうの配備　17.災害時における障がい者支援の充実

18.重度障がい者グループホームの開設　19.沼袋障害者福祉会館を
複合施設として建替え推進　20.在宅介護における介護保険制度の
隙間を埋める支援の充実　21.障がい者家族のレスパイトケアの充実
22.区内のだれでもトイレの充実と地図の作成と区民への周知　23.町会
自治会が安心して活動できるための年間を通じた保険料全額支援
24.高齢者の住み替え支援の充実「あんしんすまいパック」の普及促進
25.介護予防・日常生活支援総合事業における訪問型短期集中予防サー
ビスと移動支援の導入を再検討　26.都の認知症検診推進事業を活用
したパンフレットによる普及啓発、医療機関での認知症無料検診事業の
実施　27.地域活動の新たな担い手づくりとして、シニアボランティア
制度などを創設　28.節薬バックの実施　29.高齢者の健康増進、認知症
対策にも資する補聴器の購入費助成　30.振り込め詐欺録音機無償貸し
出しのさらなる拡充　31.買い物弱者支援として公営住宅でのコンビニ
移動販売の実施

3 子育て・教育 4 まちづくり
32.父親の子育て参画を促すための取組推進　33.里親を計画的に増加
させると取組と里親支援機関の創設　34.保育園待機児童の地域偏在の
解消　35.江古田の森公園等を活用したプレイパークの整備　36.貧困
家庭の支援と見守りを目的とした中野区版子ども宅食の実施　37.居宅
訪問型保育事業利用者に対する保育士・看護士分交通費の助成 38.小児
初期救急医療体制の予算措置などの支援拡充　39.医療的ケア児専門
保育園の誘致　40.新中野東中学校複合施設における子ども図書館の
開設 41.図書館や学校における読書通帳を活用した読書授業の充実
42.障害児教育の充実と支援の充実　43.児童の登下校や、高齢者の
外出時の位置情報掌握による安全対策支援の導入　44.移設が必要
な保育施設に対し、認可外保育施設移行支援の促進

5 健康
56.９中跡地における地域医療の核となる医療機関の誘致推進　57.健診に
おけるデジタルレントゲンの導入 58.肺がん検査の導入 59.乳がん
検診における視触診の見直し　60.がん検診要精密結果の受診率向上

6 文化・芸術
61.文化芸術ビジョンの策定　62.伝統芸術・文化・音楽の伝承者の情報
確保と人材活用授業の実施

45.中野駅周辺まちづくりを総合的にアドバイスのできる専門家の招へい 
46.中野三丁目土地区画整理事業における拠点施設に、子供やシニアなど
様々な世代の憩いと集いの文化拠点となる機能の誘導　47.商業系地域
での沿道建築物建替え時の１階店舗の付置義務化　48.中野駅周辺の
まちづくりに合わせた児童子ども施設、高齢者施設の充実　49.東中野駅
東口のまちづくり推進と駅舎バリアフリーの推進　50.東中野駅西口
線路沿道の桜並木の桜の植え替え　51.全区を対象とした中野区安心
安全道路・交通ネットワーク整備計画の策定　52.まちの魅力から災害
情報まで発信できる「NAKANO」地域FMの開設　53.西武新宿線連続
立体交差事業(中井駅～野方間)の着実な推進 54.西武新宿線野方以西の
連続立体交差事業化の早期実現　55.区画街路第４号線整備の着実な
推進

63.中野区版住宅総合相談窓口の開設　64.同性パートナーシップ制度の
充実 　65.外国人受入環境整備交付金を活用した外国人ワンストップ相談
窓口の設置　66.多言語対策の一つとしてやさしい日本語の活用　67.簡易
宿所の施設開設前の地域への事前周知の実施などの義務化を条例で規制 
68.公的住宅の集会所・管理人室へのＡＥＤの設置への区独自の助成制度の
創設　69.成年後見制度利用促進基本計画(単独計画)の策定　70.成年
後見制度の周知の徹底 71.市民後見人養成の拡充及び市民後見人へ
の報酬助成の創設　72.「なかのもったいないぱくぱくパートナーズ」
のＰＲ充実 73.区民参加の食品ロス削減の取組推進・通年でのフード
ドライブ実施

7 区民サービス    の向上

　　　ＳＤＧｓとは、持続可能な開発目標の略で、17項目の目標から
　なり、２０１５年の国連サミットで採択された国際目標である。
①ＳＤＧｓについての区長の認識と取り組み姿勢を伺う。
②新たな基本構想をつくる中野区こそ、ＳＤＧｓを全庁的に取り組む
　べきではないか。
　　　①国家戦略としても位置づけられており、国が示すビジョンは
　区が目指す地域社会と同じ方向性を持っていると認識している。
　基本構想の検討にも、そうした考えを取り入れていく。
②具体的な取り組みは、基本計画を検討する中で検討していく。

小林

区長

新たな基本構想策定に向けＳＤＧｓを基本に推進を


